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主 テー カー トリ ッ ジ レ L-X5 主 な 定格 

高 変換 特性 を 示す 光電 カー トリ ッ ジ / プ リア ンプ こる 

5 ee 振幅 比例 弄 

L-X5 L- XX6 (参考 出品 ) 振動 系 生き ac ん な 4 os さる の 6 あな お なら と な ワン ボイン ト サ ス ペン ショ ン 方 式 
攻 に や お WDー=SP2E ジ ー ニ ー ニ ー ニ ニ ュ ー ニ ー り スタ イラ ス 1… 上 …… び … ひ (ii ドー 角柱 ダイ ヤ モ ン ド 0.1※0.15mm 
DC アン プ や ハイ スピ ー ド アン プ な ど 、 増幅 系 で 争 先 曲率 半 経 ………………… 6 X35 ミ クロ ン 棒 円 形 
の トラ ンジ ェ ン ト 特 陸 が 向上 する に つれ て 、 カ カン チレ バー ドド ドド ドド ドド ドー ツー サフ ァ イヤ パイ プ 
ー ト リ ッ ジ に も す で ぐれ た 変換 特性 が 要求 され て チャ ン ネ ル バ ラ ンス Mo あな でる は 1dB 以 内 (lkHz) 
いま す 。 こ の 要求 を 満足 させ る た め に 開発 され ここ Sd 抽 CN Ps 

を Np OS 1 ュ SS 1 ミ ト 円 に エナ エエ エミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ます ーー Z 
た の が 光電 カ 1 リッ ジ L-X5、 プ リア ンプ レ L-X コン プラ イア ンス 1 上 …………… バ 15X10-6 cm /dyne (100Hz) 
6 で す 。 レコ ー ド 溝 の 変 化 を 光 の 変化 量 と し て 捕 テカ ルト ツキ ング 湾 |: 20" エ 2 
え 、 電 気 信号 に 変換 し て いる た め 、 磁 電 ひ ずみ 重量 ……ーーーー…ーー……ー… JIS 基 格 準拠 (12.7m 間 隔 ) 
ゼロ 、 振動 系 の ロー マス 化 、 広 い 周波 数 特性 な 出力 日 io 4 端子 


ど を 実現 。 音 溝 に 刻み 込ま れ た 後 小 信号 も 逃さ 
ず に ピッ クア ッ プ で きる 。 ト ラン ジェ ント 特性 出力 


ROUDOU TEY ミミ ドミ 150 mV 
に すぐ で れ た カー トリ ッ ジ で す 。 振幅 比例 型 イ コラ イザ ー 内 蔵 
MM、MC 型 カー トリ ッ ジ 用 PASS 回 路 内 蔵 
入力 換算 雑音 レベ ル area sssreaed さる みき る ー160dB 
、 442(W) X374(W) X75(H)mm 


~ 高 加 実 信号 再生 "' や テー マ に 開発 され た 
光電 カー トリ ッ ジ L-X5、 プ リア ンプ L-X6 


① 発光 素子 取付 板 (ガラ スエ ボキ シ ) 
② 受光 素子 / ( / ) 
③ 発光 素子 

④ 受光 系 子 

⑤ ハウ ジン グ ( ア ルミ 無垢 削 出し ) 


(⑥ ケー ス 
(⑦ ダン パー 


⑧ カン チレ バー( サ ファ イヤ ー パ イプ) 
⑨ スタ イラ ス ( ダ イヤ モン ド ) 


⑩0 ター ミナ ルプ ブッ シュ 


⑯⑪ 端子 (金メッキ ) 
⑯⑲⑫ 代 蔽 板 ( シ リコ ン ) 


@ 光 電 カ ー ト リッ ジ L - X5 の 特長 

従来 の MM 型 ・MC 型 カー トリ ッ ジ は 、 カ ンチ レバ ー に マグ ネッ ト 
や コイ ル な ど を 持ち 、 そ の 構造 上 、 ど うし て も 解決 で き な い 針 先 
重量 (振動 系 質量 ) の 増加 や 磁気 ヒズ ミ の 存在 、SN 比 や 高調 波 ヒ 
ズミ の 劣化 な どの 問題 を ちっ て いま す 。 そ れ に 反し て 光電 カー ト 
リッ ジ L- X5 は 変換 媒体 を 光 に 置き 換 を て いる た め 、 等 価 質量 を 
低 成 で き 、 磁 気 ヒ し ミ は ゼロ 、 高 調 波 ヒ ズミ は 1 桁 、 SN 比 も 大 幅 
に 改善 。 


@ ボ ポー ルピー ス (磁性 体 ) に コイ ル を 巻き 、 カ ンチ レバ ー に と り 
つけ られ た マグ ネッ ト の 磁束 の 変化 で 発電 する MM カー トリ ッ ジ 
も 、 ユ イル を 磁性 体 の 上 に 巻い た MC カー トリ ッ ジ も 、 と も に 非 直 
線 性 の 初期 盛 化 曲線 も も ゃ ち 、 マ グ ネ チッ ク ・ デ ィ ス トー ショ ン を 生 
じ ま す 。 そ れ に 反し て 光電 カー トリ ッ ジ は 、 す で て 非 磁性 体 か ら 
な っ て お り 、 光 量 変化 を 検出 する た め の リ ニア リティ が よく 、 磁 
気 ヒ し で ミ は ぜ で ロ 。 ヒ ズミ 率 は 、 市 販 の MM カー トリ ッ ジ に 比べ て 10 
ー15dB(1kHz ) も 改善 され 、 微小 入力 に 対し て すぐ れ た 応答 性 を 

示し ます 。 

@MM、MC カ ー ト リッ ジ の 電気 イン ピー ダン ス は 読 導 性 で あり 、 、 
周波 数 と と も に 上 昇 し ます 。 兆 電 カ ー ト リッ ジ は イン ダク タン ス 
回 路 を 持た な いた め 、 外 部 負 何 容量 に 影響 され ず 、 読 導 ハ ム の 影 
鑑 は まっ だ た だく と いっ て いい ほど あり ませ ん 。 


IK 


(A 線 : 光電 カー トリ ッ ジ を 使用 し た 場合 の イコ ライ ザー 補正 曲線 
( 線 : MM。MC 


の イコ ライ ザー 和 桶 正 曲 線 (RIAA カ ー ブ ) 


@ ビ ピッ クア ブッ プ の 機械 イン ピー ダン ス が 大 きく な る と 、 レ コー ド 
盤 の 音 港 を 傷つけ た り 、 正 確 に トレ ー ス を し な く な る た だ ため 、 カ ー 
トリ ッ ジ の 振動 系 【 ス タイ ラス チッ プ 、 カ ンチ レバ ー、 ア ー マ チ 
ェ ア (MM の 場合 は マグ ネッ ト 、MC は ユイ ル )〕 の 質量 を 少 き くす 
る 必要 が あり ます 。 MM は マグ ネッ ト 、MC は コイル の 質量 に 限度 
が あり 、 軽 減 す る こと は 不可 能 に 近い の で す が 、 兆 電 カ ー ト リッ 
ジ で は 軽い ウイ ング の み で よく 、 振 動 系 の 等 価 質量 を 小さ きく する 
こと が で きま す 。 る その 結果 、50kHz 以 上 と 稀 異 的 な 広帯域 が 得 ら 
索 お すぅ 

@ イ コラ イザ ー の 補正 量 は 一 般 の イコ ライ ザー で は 39dB も 必要 で 
す が 、 光 電 カ ー ト リッ ジ で は 21dB で すみ 、 そ の 差 は 18dB、 倍 率 で 
考え る と と な り 、 補 正誤 差 を 小さき くす る こと が で きま す 。 

@ 発 光 部 ・ 受 光 部 の 構造 ・ 特 長 

L-X5 は 発光 素子 に ガリ ウム 、 ア ルミ ニウム 、 砂 素 系 の 化合 物 半 
導体 を 採用 。 受 光 素子 に は フォ ト ダ イオ ー ド を 使用 し 、 す ぐれ た 
ハイ スピ ー ド 特性 を 発揮 し ます 。 光 出 力 の スイ ッ チ ング 時 間 は 12ns 
と 短く 、 周波 数 特性 は 発光 素子 で MHz オー ダー、 受 光 素 子 て 数 百 
kHz オー ダー と 広帯域 特性 を 確保 し て いま す 。 遮 項 板 に は シリ ュ ン 

膜 を 使用 。 軽く て 固い 素材 の た め 、 実 効 重量 を 軽減 で どき 、 正 確 な 
光量 の 受け 渡し を 可能 に し て いま す 。 ま だ た ダイヤモンド の スタ イ 

ラス を サフ ァ イ ヤ パイ プ の カン チレ バー に 圧入 し 、 カ ンチ レバ ー 
の 部 分 共振 を 取り 除き 、 音 質 を 飛躍 的 に 向上 る ふせ ま し た 。 
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